
平成30年度　Ⅰ期　幼稚園評価　『保護者アンケート』

配布 8月28日 回収

〔評定基準〕A：目標達成　B：８割以上達成　C：８割未満達成　（A・Bを肯定的意見とする各項目での平均値）

〔評価基準〕肯定率（A・Bを肯定的意見とする）　◎９０％以上　○８０％以上　△６０％以上　×６０％未満　

項目 評価の観点 評定 評価 A B C D 考察と対策

① 発達年齢に応じた基本的な生活習慣の自立を図る教育ができていると思いますか。 ◎ 64 36 0 0 ぞう 100
きり
ん
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ぎん

100

② 物事に意欲的に取組み、創意工夫し、やり遂げる力を育てる教育ができていると思いますか。 ◎ 65 34 1 0
ぱん
だ
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ご
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③ 思いやりの心をもって人と接し、望ましい集団生活ができる教育ができていると思いますか。 ◎ 58 41 1 0 ことり 100

④ 自然との出会い、体験学習を通して感動の心や愛情を育む教育ができていると思いますか。 ◎ 64 35 1 0

⑤
経験したことや、自分の気持ちを言葉で表現し伝え合う喜びを知ることができる教育ができていると
思いますか。

◎ 58 39 2 0

① 幼児の主体性を重視し、遊びや活動への意欲を高める教育内容になっていると思いますか。 ◎ 65 32 3 0

② 園行事は時期や内容など適切に実施されていると思いますか。 ◎ 59 37 4 0

③ 評価、反省を活かし、指導計画や行事などの見直しに努めていると思いますか。 ◎ 59 38 3 1

④ お子さまは幼稚園が楽しいと感じていますか。 ◎ 72 25 3 0

⑤ 先生は子ども一人一人の気持ちに寄り添う関わりができていると思いますか。 ◎ 66 32 2 0

⑥ 先生は子どもの興味や関心に応じた遊びや環境設定を工夫していると思いますか。 ◎ 70 29 1 0

⑦ 挨拶、言葉遣いの指導ができていると思いますか。 ◎ 56 39 5 0

⑧ 体力向上をねらいとした取組みがされていると思いますか。 ◎ 63 36 1 0

⑨
自園菜園、調理体験、給食等を通して食に関する知識や感謝の気持ちが育つ食育を行っていると
思いますか。

◎ 63 35 2 0

① 幼稚園は安心して話したり、気軽に相談したりできる雰囲気があると感じられますか。 ◎ 58 39 3 0

② 幼稚園は、園活動やお子さまの様子を伝えることができていますか。 ◎ 59 34 6 1

③
施設交流や地域の行事への参加で、子どもたちは様々な人との関わりを学んでいると思います
か。

◎ 49 46 5 1

④ 幼稚園は小学校生活への移行を考慮した教育活動を行っていると思いますか。 ◎ 61 36 2 1

⑤ 幼稚園は、開かれた施設で親しみやすく信頼できる幼稚園であると思いますか ◎ 65 33 2 0

① 避難訓練など適切に実施され、子どもへの安全指導が行われていると思いますか。 ◎ 82 18 0 0

② 幼稚園は事故防止と安全、衛生管理に努めていると思いますか。 ◎ 74 25 1 1

●全体的には良い評価を得ているが、
園の活動が保護者に伝わりにくいという
意見もあり、園だよりやブログ等を通し
て、評価の観点と活動がつながるように
情報発信できるように努めたい。

●教育要領の改定を受けて、教育のね
らいがより明確に示された。幼稚園教育
において育みたい資質・能力「幼児期の
終わりまでに育ってほしい姿」を保護者
に分かりすく伝え、家庭と連携を図って
子どもたちの育ちをサポートしていくよう
にする。

●挨拶・言葉遣いの指導については、教
職員も常日頃から努めているが、園での
指導とともに、家庭との連携が欠かせな
い課題でもある。社会性を育むための基
本となる生活のルール等、保護者との共
通認識を深めて取り組んでいきたい。

●開かれた幼稚園として、相談受付は
担任以外の窓口も設けている。保護者
が職員に気軽に声かけがしやすい雰囲
気づくりを日頃から努めていきたい。ま
た、幼稚園評価に意見、質問等を記入し
てもらうことで、園側から保護者と話す機
会が得られ、共通理解を深められるの
で、幼稚園評価に意見等を記入してもら
うとありがたい。

●危機管理については、今夏の豪雨災
害で学ぶことも多かった。警報発令時も
保育は行っているが、安全を確保するた
めに、やむなく保育を中止せざるを得な
い場合や緊急時の保育についての共通
理解ができた。今後も災害は起こりうる
ので、安全管理を強化していきたい。

Q：自由記述より（抜粋）　Ａ：幼稚園より回答

【記名ありのアンケートについて】
顔の見えないインターネット社会で、情報発信のトラブルが多発しています。個人の発言に対して責任
を持つという姿勢を公衆道徳として子どもたちに教えていくよう教育が進んでいます。保護者の皆さま
方のご理解とご協力ありがとうございました。

A　よくあてはまる　　B　おおむねあてはまる　　C　あまりあてはまらない　　D　あてはまらない　　（％）　　　　

回収率報告（％）

Ａ

Ａ、プールの水が冷たいので、子どもが嫌がる。
Ｑ、衛生上の安全を保つため、水は毎朝ためています。プールを実
施する目安は、水温と気温の合計が50℃以上です。50℃未満の場
合は実施していませんのでご了承ください。

Ａ、挨拶の指導をしてほしい。
Ｑ、挨拶は生活の基本です。園では気持ちのよい挨拶を心がけると
ともに、園児には必ず言葉かけをしています。家庭でも挨拶の習慣
を大切にしてくだい。

Ａ、月刊誌の内容が変わった。前回の幼稚園評価が反映されてよ
かった。
Ｑ、園の教育、保育内容の充実のため、貴重なご意見をいただきあ
りがとうございました。

Ａ、バス通園のため園での様子が伝わりにくい。保育園のときは毎
日ノートで様子が書かれていた。
Ｑ、0～2歳児、満3歳児は、毎日、連絡ノートを書いています。年少
以上は教育時間中の活動が多いため、連絡ノートを書く時間が取
れませんのでご了承ください。ご質問等ありましたら、お気軽におた
よりまたは、お電話で担任までご連絡ください。

Ａ、知らせてビューアの不具合が多い。
Ｑ、メーカーに問合せをしています。

Ａ、先日、自宅にいるときに地震があったとき、「地震だよ。」と言う
と、子どもが避難姿勢をとったので、園の避難訓練が身についてい
るのが分かった。
Ｑ、毎月、避難訓練を実施しています。子どもたちは毎回、真剣に
取り組んでいます。

Ａウイルスなど感染症予防を徹底してほしい。
Ｑ、集団感染を防ぐため、保育室内では殺菌効果のある加湿器を
使用しています。また、手洗い、うがいを慣行しています。感染症の
場合は医師の登園許可証明書の提出、また感染症の疑いがある
場合（嘔吐、発熱、発疹等）は、他の園児から隔離して、速やかに
迎えを要請しています。集団感染を防ぐためには、感染症の疑いが
あったり、体調不良が完治していないまま登園させることがないよう
に、保護者の皆様方のご協力をお願いします。

Ａ、個別の相談に丁寧に対応してもらい感謝している。
Ｑ、お子さまについて、不安がある場合は遠慮なく、職員にご相談く
ださい。ご家庭と連携を図りながら、お子さまたちが明るく元気に
育っていけるよう見守っていきたいと考えています。
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